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書評

著者 リプ ライ

『高齢化社会と日本人の生き方― 岐路 に立つ 現代 中年のライフストーリー』

              書評論文 リプライ

小倉 康嗣

 わが国におけるライ フス トー リー研究の第一人者で あ り、 この領域 の開拓者のおひ とりで も

ある小林多寿子 さん に、本書に込 めた意図を細部 まで、行間に したためた思いまでも真摯 に受

け とめ、繊細 に汲み とっていだだき、深い ご理解 と貴重な ご意 見をいただいた ことに、私は感

極 まる思いである。そ して、そんな誠実な読み込み か ら生成的な問い かけを して くだ さった こ

とに、心か らのお礼 を申 し上げたい。また、 このよ うな貴重な機会 を与 えて くだ さった編集委

員会のみな さまにも、 あわせ て感謝 申 し上げたい。

 本書の手法に込 めた意図や 、そ の根 っこにある学 問姿勢(社 会学観)と その意義 については、

小林 さんが、著者 の私か らして もこれ以上ないほ ど的確 に、そ して鋭敏 に指摘 して くだ さって

いる。 あえて私 がこれ以上 申し上 げることはない。 あ とは、その意 図 ・意義 を全 うすべ く行な

った分厚い記述 の 「細部に宿 る魂」 を、本書本 体を通 して感 じとっていただ けた ら幸甚 である。

 ただ、ひ とつ だけ強調 してお くとすれば、小林 さんも指摘 して くだ さった、いわば作 品提示

論 にかかわ ることである。

 研究対象だけでな く、研 究対象 に向か う著者(調 査研究者)自 身 の生活史的経 験や動機、そ

して研究対象 との関係の と り方 までも含 めた 〈経験 の実践のプ ロセス〉 としての調査研究過程

それ じたいを、社会過程の一部 として研究の フィール ドに入れ込んで、 どのよ うに検討 し、い

かに作品化 して提示す るか。 そ して、重層的な読者(作 品の受け手)と どの よ うに コミュニケ

ーシ ョン し
、研究 の社会的実践性 を作品 と していかにパ フォ0マ ンスす るか。本書は、そのひ

とっ の試みであ り、実践例である。

 しか し、それ を発表で きる場(ル ー ト)を 得 るまでには、い くつ もの現実的な困難 があった。

その困難 をめ ぐるエ ピソー ドにつ いては本書の 「あ とが き」で もす こし触れたが、 ここで指摘

してお きたい ことは、上述の よ うな 〈経験の実践のプロセス〉 としての調査研究過程 が研究知

見 と不可分だ とし、それ を研 究の枠 内に組み入れ る必要性が議論 としては論 じられてきつつ あ

る一方で、それ を トー タルに実践 ・作品化 して発表 し、検討で きる場(ル ー ト)が 、学 問活動

の制度的 にも媒体 的にも形式的 ・手続 き的な制約 があ り、十分に確保 され ていない とい う実情

である。

 小林 さんがその意 を汲んで 「なによ りも実験 的な、あるいはむ しろ挑戦的な といったほ うが

よい作品化の試みへ の意欲」 と評 して くだ さったが、そ の 「意欲 」は、そ うせ ざるを得 ない困

難 な状況か ら必然 的に生 まれたパ トスで あった。調査研究の実践や記述方法 をめぐって昨今議
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論 され てい ることに実質的に向き合 ってい くためには、この よ うな作品提示の場(ル0ト)の

開拓 の問題 も、あわせて考 えていかなけれ ばな らない時期 にきているのではなかろ うか。それ

は、誰 に向かって、何 を語 るのか(研 究作品の受け手 を どう考 え、 どのよ うに コミュニケー シ

ョンす るか)と い う問題 にも連 なってお り、研 究(社 会学す ること)の 社会的実践性 を どう考

えるか、 とい う根本 的な問題 にかかわって くることでもある。

 さて、小林 さんか らはふたつの問いか けをいただいた。十分な応答 ができるかわか らないが、

試 みてみたい。

 ひ とつめは、<<経 験〉 の ミメー シス 的ジェネ ラテ ィ ビテ ィ〉概 念につい てで ある。 「『下

降』『有 限性』『喪失』『依存』『弱 さ』『非合理性』 とい う生の局面 を含む 『老』『病』『死』へ

向か う人生後半をい かに意味づけるか」が一人ひ とり(全 世代)の 「生 き方」の問題 として問

われて くるなかで、「生涯にわたるエイ ジング ・プ ロセ スの生成に く<経験〉の ミメー シス的 ジ

ェネ ラテ ィビティ〉概念がいかに布置 され るのか」 とい う問いかけである。

 私は、エイジングの問題 は、突 き詰 めていけば、その根本において 《生 きる意 味(存 在の意

味)》 と 《いのちの連続1生》 の問題 に集約 され てい くと考 えてお り、そこに く<経験〉 の ミメー

シス的ジ ェネラテ ィ ビテ ィ〉概念 が布置 され る。

 「『下降』 『有限性』『喪失』 『依存』『弱 さ』 『非合理性』 とい う生の局面 を含む 『老』『病 』

『死』へ向か う人生後半」 とは、ま さしくエイジングの意味地平である。それ をいかに意味づ

けるかが 問われ る とき、「一定 の役割の獲得 と維持=人 間形成の完成」 とい った、生産性 に寄

与す る 「壮年」 に中心的価値 を置 く機能合理的な人 間観 を超 えた地平 で、人間存在(タ テのっ

なが り/ヨ コのつ なが り)を 捉 え直 してい くことが要請 されて くる。 なぜな らば、生産性 に寄

与す る 「壮年」 に中心的価値 を置 く機能合理的 な人間観で は、 「壮年」以後の人生後半期は無

価値 に向か うプロセ ス として意 味づ け られて しま うか らであ る。 そ こでは、 さま ざまな役割や

機能 を 「喪失」 してい く 「下降」 のプロセスを肯定 しうる(そ こに意味や価値 を見出 しうる)

人間観 とその存在論が問われて くる。別の言い方 をすれ ば、機 能合理的 な一貫性 のなかで何か

を 《す るこ と》で はな く、 「弱 さ」や 「依存」 を背負 った 「非合理」 なゆ らぎの なかで生 きて

《い ること》 そのもの を無条件 に肯定 してい く思想や文化が問われ て くる といって もよい1)。

 そ してそれ は、「高齢者 」 とい う特定の人たちだけの問題 ではな く、《生 きる意 味(存 在の意

味)》 をめ ぐる私た ち(全 世代)一 人ひ とりのモ ノサ シ(も のの見方や人間観)の 根本的な転

換 を含 んでい る とい う意味で、 「生涯 にわた るエイ ジング ・プ ロセスの生成」に密接 にかかわ

ってくる。 その意味で、現代 日本 の中年世代 の人 び とは、社会の高齢化 とい う歴 史時 間の転換

期 と、人生後半期へ の突入 とい う個人時間の転換期 の交差点に立ち、モ ノサシの転換 を含んだ

「生涯 にわた るエイ ジング ・プ ロセ スの生成 」のただなかにいる。本書では、そ うい ったなか

での新 たな 《生 きる意 味(存 在の意味)》 の生成 プロセス を、現代 中年の ライ フス トー リーを

通 して描いたのであった。
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 では、そ こで見 出 された 「生産性 に寄与す る 『壮年』 に中心的価値 を置 く機 能合理的 な人間

観 を超 えた地平」 での人間存在 の捉 え方 とは、 どのよ うなものであったのか。

 切 り詰 めてい うな らば、それ は人 間存在 を生命=自 然的世界の長 いかかわ り合いのなかで捉

え直 してい くとい うもので あった。本書 に登場 した現代 中年は、人生後半 を生 きてい くなかで、

「下降」 「有 限性」 「喪失」 「依存」 「弱 さ」 「非合理性」 を感 受す る葛藤経験や挫 折経験、 「病

い」や身体のままな らな さの経験 を とお して、機能合理化 した社会か ら外れてい く生を経験 し

ていた。その経験 は、それ までの 自己(そ して社会)に とっては異質(非 自己)な 経験 であ り、

ゆ らぎであるけれ ども、それ を自然 的な意味地平に とり込み、新たな 自己(そ して社会)の 源

泉 として捉 え直 してい くよ うな生の営みがそ こにはあった。それは、機能合理的な一貫性 とい

うよりも、「非合理 」なゆ らぎの連続性 によって、文字 どお り(完 成 や定着 ではなく)「 生成」

してい く人間存在 のあ りよ うであった。

 だが考 えてみれ ば、そもそ もその ような経験 をもた らす 「老」 「病」 「死」 とは、身体に集約

された 「内なる 自然」で あ り、 自然 な ことで あったはず であ る。 しか し、その 自然な 「老」

「病」 「死」 を機 能的に処理す べ き対象 とし、不 自然化 してきたのが近代産 業社会 の機能合理

的な人間観 であった。

 生命経験 ・身体経験 ・生活経験の積み重 な りと しての 〈経験〉は、 このよ うな、それ までの

自己(そ して社会)に とっては異質(非 自己)な 経験を もた らす 「老」 「病」 「死」が、 自然 と

い う意 味地平 にふたたび(再 帰的に)と り込 まれてい くゆ らぎの連続性(こ れ こそま さにエイ

ジング ・プロセスである)の かなたに感受 されて くる。 この山型括弧つきの 〈経験〉 とは、40

億年の いのちの歴 史(本 書 に登場 した調 査協力者 の言葉 でい えば 「細胞 の記憶 」)を 背負 い、

「老」 「病」 「死」 とい う 「内なる自然」 を内包 した 「生きもの」 としての人間存在の 自伝 であ

り、生きて 《い ること》 そのもの を意 味づ け ・価値づける地平 である。

 さらに、 この よ うな 《生きる意 味(存 在 の意 味)》 の捉 え直 しは、エイ ジングの さきにある

「死」=「 有限性 」(限 りあ るいのち)の 自覚 を契機 と してお り、新 たな 《いのちの連続性》

の模 索へ と連なってい る。本書に登場 した調査 協力者 であ る阿川 さんの 「歴 史」、馬場 さんの

「道」、千葉 さんの 「いの ち」は、ま さしくその位相 において生成 され て きたカテ ゴリーであ

った。それ は、 〈経験〉を介 して、機 能合理 的な 「生殖性 」を超 え出る40億 年 スパ ンの 「世代

継承性」のス トー リーを構成す るものであ り、私 はそれに 「ジェネ ラテ ィビティ」 とい う言葉

を当てたわけである。

 また 、この 「ジェネ ラテ ィ ビテ ィ」 のス トー リー は、 〈経験 〉 を 「学ぶ(真 似 ぶ)」 こ とに

よって生成 されていた。そ の学 びは、主知主義的 な枠 を超 えて、詩学 的な象徴的構想力 で も

って老いの 「非合理性 」を包摂 し、 「下降」 「有限性 」 「喪失 」 「依存 」 「弱 さ」 といった機能合

理性に収ま らない意味層 を 「生涯 にわたるエイ ジング ・プ ロセ スの生成」へ と媒介す るもので

あった。 ここで、 自然世界(=〈 経験〉)の 創造 的模倣(=学 び)に よって、それ を象徴的世

界へ と変換す るとい う語義 の沿革 を もった 「ミメー シス」概念が浮上 した。 そ して この く経
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験〉の ミメー シス的な学び が世代 間にわた る とき、生 きて 《いる こと》 の地平 において 、私

たち一人ひ とり(全 世代)の 「生 き方」 としての 「生涯 にわたるエイ ジング ・プロセス」が生

成 され てい く、 と考えた。

 社会のエイ ジングか ら再帰的に浮上 した個人 のエイ ジングは、そのかなたに生命=自 然 のエ

イジ ングを感受 し学ぶ。そ こか らふたたび 「生涯 にわた るエイ ジング ・プ ロセス」 が新 たな

意 味づけの もとに生成 され てい く。 それ を く<経験〉の ミメー シス的 ジェラテ ィビテ ィ〉 と概

念化 し、エイ ジングの意 味地平に布 置 したわけである。

 じつ は、 この く<経験〉 の ミメ0シ ス的ジェネ ラテ ィビテ ィ〉 は、本 書 と読者 のあいだにお

いてもそれがパフォーマ ンス され るよ う企 図 してい るとい う点で、本書の手法(研 究作品の社

会 的実践性)と も密接 にかかわってお り、小林 さんか らのふ たつ めの問いかけに交差 してい る。

 小林 さんか らのふ たつ めの問いかけは、 「3人 の現代 中年 の ライフス トー リ0で 描 き出 し得

た もの をいか に 『日本人』 にまで接続 させ てい くの か」。3人 の現代 中年 の 「個性 あふれ る

個 々の 『生 き方』 と 『日本人の生き方』 とのあいだを結ぶ筆者の論理の展 開」 についての問い

かけであった。

 小林 さんが指摘 された よ うに、本 書はD.プ ラー スの名著 『日本人の生 き方』 か ら多 くを学

び、影響 を受けている。 しか しなが ら、本書の タイ トル の 「日本人の生き方」 は、プ ラースが

採 用 した よ うな、調査 対象 と して 「中流 階級 に属す る中年 の 日本人 の大 多数 を 『代表 してい

る』」 「平均的 日本人」(上 掲書p.45)を 据 えることで 「日本人の生 き方」に接続 してい くとい

う論理で付けた ものではない。 む しろ本書 は、 「少数派 」の事例で あって も、 〈再帰的近代 とし

ての高齢化社会〉 とい う 「変革期 」 としての歴史的社会 的状況のなかでの新 たな現実構成(変

化 の兆 し)を 探 索 してい くために、本書 の基本的視 角である 〈ラデ ィカル ・エイ ジング〉 の視

角 か ら 「意味を担 った対象」を意 図的に とりだ してい くとい う方法論理 を採用 してい る。

 ところが、そ ういった方法論理 か ら調査研 究 を進 めていった ら、思いがけず 日本人の生活文

化 的伝統 に 「お 目にかか り」(調 査協力者の馬場 さんの言葉)、 古 くて新 しい生活文化 の 「可能

態」 として感受 され た、 とい う生成 プロセスが展開 され たので ある。

 た とえば、調査 の手がか りとなった 〈意味感 覚 としての隠居〉や 、3人 の現代中年 のライ フ

ス トー リーに出てきた 「自然」 「道」 「縁起」ない し 「いのち」の捉 え方 、 さらにそれ らを発展

させ て結論部 で提示 した く<経験〉 の ミメー シス的ジェネ ラティ ビテ ィ〉 といった概念 は、仏

教 思想 をは じめ とす る 日本 の生活文化 的伝統 が生成 してきた古 くて新 しい 「生 き方」 「ものの

見方」 の地平 に通 じている。 それ が、「老」 「病」 「死」 を機能合理的 に処理 し、その意味や価

値 を1委小化 してきた近代産業社会 の人 間観やその人間観 にもとついた論理実証主義的な社会認

識 を相対化 し、同時に、ポス トモダン思想が近代合理主義 に突 きつけた批判 を受け とめたあと

で 「どこに向かえばよい のか」 とい う着地点(存 在論的基盤)の 経験的探究に連 なってい く可

能性 をもっている もの として、感受 されたわけである。
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 またその地平 は、調査研究者の 〈経験〉、調査協力者の 〈経験〉、そ して読者の 〈経験〉が地

続 きとなった場 か らの 〈述語 的再帰性〉に よる新 たな了解の生成が 「生成的理論」の要諦 であ

り、それが研究 の社会的実践性 である、 とい う本書 の手法 にも重な り合 って くることに気づか

された。た とえば 日本の生活 文化 に根 ざ した仏教語 でもある 「縁起」 とい う発想は、 ここにい

うよ うな 〈経験〉 の 「地続 き」性 を再帰的に 自覚 した見方 と通 じている(本 書の 「あ とがき」

に 「『縁起』 としての社会調 査、『縁起』 と しての研究作 品」 とい う副題 を添 えたのは、そのた

めで ある)。

 ただ し、それが 「了解可能 な存在へ と完成(生 成)」 してい くのか どうか につ いて は、本書

で行 なった作業 を さらに展開 し蓄積 しなが ら、それ を調査研究者、調査協力者 、そ して読者 を

含 めた相互主観的世界 での 「批判 的討議」(た だ し、 もはや この 「批判 的討議」 は主知 主義的

な対話 に限 られ るものではな く、詩学的 な象徴的構想力 を含 めた く<経験〉 の ミメー シス的 ジ

ェネ ラテ ィビティ〉 にまで拡げ られ た概念 として捉 え直 され ることにな る)に 委ねてい くしか

ない。

 つ ま り、本 書の タイ トル に掲 げた 「日本 人 の生 き方」 とは、本 書 と読者 の あい だの く<経

験〉 の ミメー シス的 ジェネ ラテ ィビテ ィ〉 に よって育まれ る 「可能態」 であ り、そ こにK.ガ

ーゲンがい った よ うな 「実証か ら実践へ」 とい う意図が織 り込 まれてい るわけである。

【註 】

1)こ の点については、本書に対 して 「生きていることを無条件に肯定することを、これまでの社会学は

 やってこなかったのではないか。それをこの本ではやっているのではないか」という示唆にとんだコ

 メン トを、新井智浩さんからいただいた。記して感謝 したい。

(おぐら やすつぐ 立教大学ほか非常勤講師)
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